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１．はじめに 

 

 高度経済成長期以降に集中的に整備されてきた約８００兆円にも及ぶインフラストック

の高齢化に的確に対応するとともに、大規模災害に備え、先進国で在り続けるため、国土、

都市や農山漁村を形成するあらゆる基盤を「インフラ」として捉え、これまで以上に戦略的

に取組を進めることが重要と認識し、国民の安全安心を確保し、中長期的な維持管理・更新

等に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図るとともに、メンテナンス産業の競争力

を確保するための方向性を示した、国の「インフラ長寿命化基本計画」（以下「基本計画」

という。）が、平成 25 年１１月にインフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議で

決定されました。（参考資料１を参照） 

これを受け、文部科学省が所管施設等の長寿命化に向けた各施設設置者における取組推進

のため「文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計画）」（以下「文科省行動計画」という。）

を平成２７年３月に策定（参考資料２を参照）しました。 

 

文科省行動計画によれば、点検により劣化、損傷等の老朽化状況を的確に把握した上で、

効果的、効率的に長寿命化を図り、良好な状態の維持、安全性の確保に努めていく必要があ

ることから、各法人において、その所管又は管理する施設の維持管理等を着実に推進するた

めの中長期的取組の方向性を明らかにし、長寿命化に向けた取組を推進するよう求めており、

まず、平成２９年３月末日（平成２８年度末）までに、各法人において「インフラ長寿命化

計画（行動計画）」を策定、その後平成３２年度末までには、「個別施設計画」を策定するよ

う要請しています。 

 

今回ここに、「国立大学法人京都工芸繊維大学 インフラ長寿命化計画（行動計画）」（以

下「行動計画」という。）として、本学施設の現状と課題を示し、今後の施設整備への安定

的な予算確保の必要性、メンテナンスサイクル構築の重要性を認識し、平成３２年度末まで

に策定することとなる「個別施設計画」の方向性を示すものとする。そのため、整備の実施

に当たっては、予算状況、施設マネジメント状況、規則および指針など関連する諸条件を踏

まえ、行動計画の示す方向性に配慮して計画を検討するものとする。 
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2．計画の範囲 

２．１ 対象施設 
  ２．１－① 対象施設の建築年                 ２．１－② 対象施設区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．２ 計画期間 

基本計画に示されたロードマップにおいて、一連の必要施策の取組に一定の目処を付ける事とされた
平成３２年度（２０２０年度）までを対象期間とする。 

 

３．目指すべき姿 

○ 行動計画の対象施設は、後述するように、 

今後急速な老朽化が予想される中、安全性の 

確保とともに大学施設に求められる機能の確 

保も必要である。そのためには、施設マネジ 

メント課において、定期的に施設の点検・診 

断を行い、その結果等を踏まえた計画を策定 

し、当該計画に基づいて日常的な修繕や大規 

模な改修等（以下「修繕・改修等」という） 

の対策を実施していくような「メンテナンス 

サイクル」を構築する。 

 

○ 現下の厳しい財政状況の中で、対象施設のメンテナンスサイクルを着実に運用していくために、こ

れまでの改築中心から長寿命化への転換により中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減

を図るとともに、行動計画・個別施設計画の策定を通じ、予算の平準化に努めていく。そしてその

際には、利用実態等の実績や今後の需要等を踏まえ、既存施設の効果的、効率的なストック管理を

行うことにも留意する。 

計画の策定

対策の実施点検・診断

（メンテナンスサイクル） 
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４．対象施設の現状と課題 

４．１施設の経年保有面積状況 
本学においては、平成１３年度から 

３次にわたる「国立大学法人等施設整 

備５か年計画」に基づき、計画的、重 

点的に整備を推進してきているところ 

である。 

 しかしながら、第 3 次の施設整備５ 

か年計画期間中に耐震化の早期完了に 

向けた整備が進められてきた半面、老 

朽改善整備に著しい遅れが発生してい 

る。 

 本学における老朽施設の改善需要は、 

平成２８年度現在で、約３９．４千㎡ 

（全施設面積の３２％）となっており、 

これが、５年後の平成３３年度には約 

４９．０千㎡（全施設面積の４０％） 

に達する見込みで、着実に増加するこ 

ととなるため、計画的な老朽改善が急 

務となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修を要する 

面積 

主な基幹整備について、今後老朽化

が原因の故障や事故が増加し、教

育・研究活動の中断や、学生等の怪

我などが頻発する事が危惧される。

施設の経年保有面積

(H2８年度現在) 

(㎡) 
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 ４．2 維持管理の現状と課題 

 ４．２．１ 点検・診断の実施状況 

○ 本学が所有又は管理する施設・基幹設備（ライフライン）等（以下、「管理施設」という）の長

寿命化を着実に進めていくためには、管理施設を定期的に点検・診断し、老朽状況を把握すること

が重要であり、本学では、業務量や予算状況にもよるが、改修等の要望を全学通知にて募集し、老

朽状況把握の参考にしている。 

○ 本学においては、平成 16 年の法人化に伴い、建築基準法第１２条による点検の実施、およびそ

の結果の所管特定行政庁への報告が義務づけられ（建築物に関しては平成２５年から、所管特定行

政庁が指定した建物のみ）ており、これを実施することにより定期的な点検の実施としている。建

築物については３年に１回、建築設備については年１回、および消防設備については半年に１回実

施しているところである。 

○ 上記のような老朽化状況の把握だけでなく、経年による施設の機能陳腐化などにより、教育研究

活動の高度化・多様化、国際競争力の強化、産学官連携の推進等の教育研究上の取組に支障が生じ

ていないか、バリアフリーや省エネなど、社会的要請に対応出来ているかなどを適時に確認し、機

能向上を図っていく必要がある。 

 

 ４．２．２ 対策の実施状況 

○ 本学において、管理施設に対する上記のような定期的な点検・診断の結果を踏まえ、日常的な修

繕や大規模な改修等の対策をこれまでも実施しているが、今後はより計画的に行う事により、管理

施設の安全を確保するとともに、維持管理等に係る中長期的なトータルコストを抑制し、長寿命化

を図っていく。 

 

４．２．３ 老朽施設の計画的対策の必要性 

○ 本学の施設については、これまでも文科省主導の施設整備５ヵ年計画や、キャンパスマスタープ

ランなどに則り、計画的な維持管理を実施してきているが、施設整備をめぐる財政状況が厳しい中、

将来にわたって安定的に整備充実を図っていくため、多くの管理施設について、最大限有効活用を

図りつつ計画的な修繕・改修等の対策を進めていく。 

○ 特に基幹設備（ライフライン）については、老朽化による事故などを未然に防止し、教育・研究

機能を確保するため、整備実態を把握及び的確な点検を進め、計画的に対策を実施する。 

 

 

5. 必要施策に係る取組の方向性 

５．１ 点検・診断の着実な実施 
○ １２条点検などの法定点検の実施により一定の成果はあるが、これに加え毎年施設に関するアン

ケートを実施し、使用者の目を通じて不具合箇所を特定し、その場所を診断することで、効率的か

つ、着実な点検・診断を実施する。 

 

５．２ 行動計画・個別施設計画の策定 
○ 文部科学省の行動計画に基づき、今回、本学のインフラ長寿命化のための「行動計画」を策定す

る。 

○ この「行動計画」を基に、平成３２年度までに個別施設毎の具体的な対応方針を定める「個別施

設計画」を策定する。 

○ 老朽施設改善計画や、キャンパスマスタープランの策定において、施設の長寿命化に関する考え

方を定めていく。 

 

５．３ 対策の着実な実施 
○ 本学は、５．２の行動計画・個別施設計画に基づき、計画的かつ着実に修繕・改修等の対策に取

り組む。 
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 ５．４ 予算管理 

○ 老朽化した多くの管理施設を良好な状態を保つためには、施設の長寿命化に係るメンテナンスサ

イクルを構築し、トータルコストの縮減や予算の平準化を図る。 

○ 本学においては、本行動計画・今後策定予定の個別施設計画等に基づいた管理施設の長寿命化の

ための取組を着実に進めることができるよう、スペースチャージ制による維持管理費の確保や教育

等施設基盤経費の確保により、必要な予算の安定的な確保に努める。 

 

 

６. 中長期的なコストの見通し 

○ インフラの維持管理等に係るトータルコストの縮減を図り、必要予算の確保を進めていくために

は、中長期的な将来の見通しを把握し、これを一つの目安として戦略を立案し、必要な取組を進め

ていく。 

○ このため、今後、各担当者により策定される個別施設計画に記載される対策費用等の必要な情報

を把握して、中長期的な維持管理費等に係るトータルコストの見通しを精査する。 

○ 本学の施設を長期的に維持していくためには、今後、どの程度の経費が必要かという検討をする

為に、施設の定期的なメンテナンス経費、３０年毎に実施する大規模改修の経費を算出した。以下

にその集計結果を示す。 
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施設維持管理費（自己資金） 

２，４００円／㎡・年 

   ２．９ 億円／年 

改修・改築費（施設整備費補助金） 

３，８６０円／㎡・年 

     ４．７ 億円／年 

(億円) 
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国立大学法人京都工芸繊維大学 インフラ長寿命化計画（行動計画） 

 

７. フォローアップ計画 

○ 本行動計画の取組を着実なものとし、継続・発展させるため、「５．必要施策に係る取組の方向

性」に示した内容について引き続き充実・深化させる。 

 

 

８. ロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

●修繕、改修、建替え、取壊しの選定 

●理念、経営方針、マスタープランなどとの整合 

●優先順位の決定 

●国費で又は、自己財源で整備するものの選定 

●維持管理費の平準化 

●安定した財源の確保 
・学内予算における施設維持管理費の見直し 
・スペースチャージ料改定 
・スペースチャージ料を施設維持管理費へ全額配当 
ｅｔｃ． 
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